2019年(Ｒ１)・秋季・関東学生リーグ戦（３部以下）・注意事項
●特別賞に該当する選手がいる場合は、今秋リーグ戦終了後、速やかに学連にメール（japan_kanto_sttf@yahoo.co.jp）で自己申告の連絡をする。

特別賞の基準は、プログラムのＰ１６～１７を参照のこと。

●時間短縮の件

　Ｈ２９・春季まで､試合前の練習時間は最大２分でしたが､Ｈ２９・秋季より試合時間短縮の
ため、「試合前の練習時間は最大１分」となっています。また、今春から、
「単複の連続しない試合間の間隔は１分以内（１番から２番など）」、
「単複の連続する場合の試合間の間隔は３分以内」、
「ポイント間の間隔は２０秒以内」　が目安となっています。
●事業実施細則（プログラムＰ１１～１７）に注意の事。近年変更のあったポイントは

・４単１複形式のブロック（男子４部以下、女子３部以下）では、３人しかメンバーが揃っていなくても､１番を不戦敗とすることで試合を成立させる。
その場合､１番が不戦敗である旨をオーダー作成前に対戦相手に伝える。
　・オーダー交換にミスがあった場合の対応の明文化。

　・試合開始から１時間が経過したら､２台進行のメドとする。
●３部以下における２台進行のメドは、「試合開始から１時間経過時点」ではあるが、

・試合開始時間が予定より遅い、などの現場の状況

・体育館の使用可能時間（後片付けに要する時間も考慮する）

・遠隔地の大学の交通の便の状況
などを考慮し、試合開始から１時間以内や、場合によっては試合開始時点から、２台進行を行なうこともありうる。
· 関東学連では会場内、会場周辺での喫煙を全面禁止としている。学連登録選手が喫煙しているのを、学連役員が発見した場合、連盟としてその所属する大学卓球部へ処分を行う。
１、その個人からは大会会場において始末書を提出させる。
２、大学からは後日部長及び監督へ報告し、始末書の提出を求める。

３、体育館より喫煙問題で使用禁止の措置が取られるなどの重大な事態になった場合には、理事会にて協議し、大学側への対応を決める。

· 各会場は幹事校指導の下使用すること。

・フロアー内での飲み物については、フタつきの物かペットボトルに限る。
もしこぼしてしまった場合、そのままにせず､すぐに拭き､役員に申し出ること。
・競技フロアー内は土足厳禁なので上履きシューズに履き替えること。

・各大学で出たゴミは、各自で必ず持ち帰ること。

会場内にあるゴミ箱には入れないこと。

●４年前のＨ２７年９月１日に、ユニフォームのルールが変更となり、現在は白ボール使用の大会では白を基調としたユニフォームは着用不可となっています。

●昨年度より、関東学連では大会ごとの統一球制度を採用しています。リーグ戦３部以下は

ニッタク・プラ３スター・プレミアムを使用します。配布されたボール（２ダース）で､大会期間中にボールが全て破損した場合､会場校、幹事校、各校が持っているニッタク・プラ３スター・プレミアムを使用して大会を継続してください。
ボールの不足などが著しい場合は､記録簿提出時などの機会に状況をメールでご連絡ください。
必要に応じて､来年以降の配布数の検討（参加料の検討を含む）を行ないます。
配布されたボールは､試合後､学連に返却の必要はありません。

●入替戦は１０／５（土）に新座市民総合体育館で行ないます。
　入替戦では､３部決定戦以下はニッタク・プラ３スター・プレミアムを使用します。

２・３部入替戦では､バタフライ　スリースターボール　Ａ４０＋を使用します。
また、入替戦用の追加登録期間は､９／２３（月）～９／２７（金）です。
優勝校・最下位校は注意してください。

●幹事校は、試合終了後、出来るだけ速やかに記録簿を作成し、学連宛にメール送信すること。

· 幹事校は責任を持って同ブロック内の大学に注意事項を配布すること。
